
 

 

 

 

 

 

 

第 2171回例会 

2024 年 3 月 11日(月)  
海南商工会議所４F 12:30～ 

ＩＤＭ報告 
 

１．開会点鐘 

２．ロータリーソング        「我等の生業」 

３．出席報告 

会員総数 40名   出席者数 23名  

出席義務規定適用免除会員  2 名 

出席率 60.53%  前回修正出席率 72.97% 
 

４．会長スピ-チ          会長 岸   友子 君 

 みなさん、こんにちは。今

週は気温が上がりそうです。

ようやく春の陽気になって過

ごしやすくなってきましたね。 

 本日は、2月末から 3 月初

めにかけて開催されたＩＤＭの

発表です。ロータリーにとって

重要な会員増強について、遅ればせながら話し合っ

ていただきありがとうございます。成果を期待してお

ります。よろしくお願いいたします。 

 さて、能登半島地震への支援物資についてですが、

２６４０地区の第 1報は早かったのですが、その後の対

応は１月 15 日で止まったままです。 

①被災地側の求めがあれば連絡するので提供してい

ただきたい②物資は各クラブまたは所有会員にて保

管いただきたい③他のルートで依頼があればそちら

を優先してください。 

というスキームで動くらしく、ガバナー事務所には

支援物資は決して送らないようにとのことです。また、

当クラブから単独で石川県にもネット登録しておりま

すが、そこからも連絡がありません。災害支援という

のは行政も民間も難しいですね。もどかしく思われる

方も多いかと思いますので、今まで何度も話している

のですが現状報告させていただきました。例会終了

後の理事会でも協議したいと思います。 

 

 

 

 

５．幹事報告                幹事 角谷 太基 君 

今回は特にありません。 

 

６．米山カウンセラー感謝状贈呈 

榊原 由希子 君 

 一年間、ご苦労様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．ＩＤＭ報告 

〇１組 発表 ： 前田 誠吏 君    

・3 月 7日（木）19時～ 美登利 

・メンバー（敬称略）：田岡、前田誠、

谷脇、山東、中西、 綛田、楠山 計

7 名  

・テーマ：会員増強について 

①会員増強策の提案 

 『現在までの傾向から考えると』 

・2 世会員が多い。 

・友達関係で輪が広がるケースも多い。 

・JCからの流れで入会する方も多い。 

・80 歳を超えると脱会者が増える。 

 『会員増強策として』 

・まず楽しいクラブであると思っていただくことが大

事。（敷居が高いイメージを払拭するということで、 

まずは楽しいイベントに参加してもらってから入会

を勧める。IDM に参加してもらって、和気あいあいな

ところから勧める。） 

・いきなりの新会員卓話がプレッシャーになるケース

も過去にあった（週報に自己紹介文掲載程度にす

るとか） 

・ネクタイ等の規律緩和も考える。 

・1人勧誘すれば年会費 1万円安くすれば。 

②推薦候補者情報 

・㈱クロシオ 深谷亜由美さん 

・小椋リビングクリーン㈱ 小椋孝也さん 
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・大和交通㈱ 中村雅行さん 

・海南冷蔵㈱ 林孝次郎さん 

・山一製材㈱ 木下憲治社長 

・辻秀輝整形外科 院長、真理子理事、服部事務長、 

・辻健二郎建築設計事務所 辻健二郎代表 

・卓話ただいたマルサン野田商店の店主   

・下津 岡歯科さんの 2 代目さん 

・菱井明人司法書士事務所 代表"  

 

〇２組 発表 ： 榊原 由希子 君 

3月 1日(金) 19:00～うたげ 

メンバー（敬称略） 大江、桑添、土

井、上野山、山畑、榊原 計６名 

【会員増強について】 

◆お誘いするポイント 

①接触する（ゴルフや卓話にお誘いするなど） 

②ターゲットをしぼる 

③強引にお誘いするくらいが大事 

◆会社経営者以外に声をかけたい方 

・JC の OB 

・学校の先生など教育者の方 

◆具体的にお誘いしたい方 

・紀美野町の「みちうえ」と「和み」さんご兄弟（和み

さんのお弁当を今後お願いするのは？） 

・布引のメンテナンス会社の社長さん（日本保管工業

所 山崎様） 

・黒江の「べっちんさん」の中山社長 

・黒江の漆作家の橋爪玲子さん 

・深谷さんの娘さん 

・赤土建設の娘さん 

・下津町戸坂のホテルベルベゼーレの社長 

◆課題 

・ロータリーに興味ある人はいるが、会費がネックと

いう方も多い。 

◆ロータリーの魅力 

尊敬する先輩方からいろいろなことを学べる。 

勉強会など有意義なことができる。 

国際交流があることも魅力。 

 

〇3組 発表 ： 楠部  均 君 

・2 月 27日（火）19時～ うたげ 

・メンバー（敬称略）：花畑、寺下、中

村、宇恵、才力、 

新垣、楠部、計 7名 

・テーマ：会員増強について 

（内容） 

①会員増強策の提案 

・親がロータリー会員だった人への勧誘アプローチ、

これが一番効果ある 

・当ロータリークラブの活動を記したパンフレットを作

って勧誘ツールとして活用する。また、海南祭りのよ

うなイベントに参加した際も来場者にそのパンフレ

ットを配ってロータリーの存在、活動を知ってもらう

ツールとして使う 

・「会員一人が一人を誘う」をキャンペーンとして打ち

出す 

・常にロータリークラブの課題としてあげられている

会員増強を次年度は当クラブとしての最優先事項

とし、会長からのメッセージでそのことを全ての会

員に理解してもらう 

・その上で、各会員一人ひとりにクラブに入会してく

れそうな人の名前をだしてもらい「入会候補者リス

ト」を作成する 

・そのリストをもとに毎月理事会の協議事項として、誰

がいつどの候補に連絡するのかを話合いそれを実

行する 

・会員増強委員長が中心となりそのリストを常に更新

していく 

・また会員の退会を防ぐために更に魅力あるクラブ

にしていく 

 ‐例会の活性化→委員会報告、ニコニコなど会員

の発言機会をもっと増やす ‐奉仕活動を増やす 

 ‐委員会ごとのミーティングを開く 

 ‐IDM の出席率が高いのでその回数を増やして会

員同士の意見交換の機会を増やす 

②推薦候補者 

・（株）日本保管工業所 山崎直紀 ボイラーのメンテ、

配管工事 

・（株）藤代工芸 藤代強 漆器 

・（株）海南シルバー自動車 木地俊博 

・山一製材（株） 木下憲治 

 

〇4 組  発表 ： 前田 克仁 君 

・2 月 19日（月）19：00～ うたげ 

・メンバー（敬称略）：前田（リーダー）、

田中淳（副リーダー）、山名、魚谷、

重光、箕島、倉橋 計 7名 

テーマ 会員増強について 

①会員増強策の提案 

●法人会員制度の検討 My Rotary の「法人会員導

入ガイド」を配布し制度について勉強 

・定義はクラブが自由に決められるが、クラブ細則に

明記する必要がある。 

・法人自体が会員になることはできす、会員はあくま

で個人 

・代表会員＋補欠会員（1～3 名） 2 つの代表的モデ

ル 

モデル A 正会員：代表会員のみ 会費：代表    

会員のみ 補欠会員は代表会員の代

理として例会に出席 

モデル B  正会員：全員 会費：全員分（ただし、一

人当たり相当額は割安に設定） 全員

が例会に出席できる 

・A は代理出席で出席率向上が、B は会員数増が期待

できる 

・入会をためらうような人にも可能性が広がる 

・海南市内でどれだけニースがあるか疑問 

●クラブの現状評価 



 ・My Rotary の資料やツール、各種アンケート調査

（会員関心事、会員満足度、退会者アンケートなど）を

活用して候補者にとって魅力あるクラブかどうか分

析 

・会員自身のモチベーションが上がるような活気ある

クラブに 

・自信をもって勧誘、説明できるためにロータリーに

ついての知識をつける 

●入会候補者とのつながり 

・ちらし、パンフレットの活用 

・入会候補者が気軽に参加できるようなイベント 

・正式入会前に 3か月程度のお試し期間を設ける 

・より積極的に広報、地域行事への参画をすること

でロータリークラブの活動を一般に広くアピール 

・常日頃から候補者と交流し、ロータリーに入会する

場合は海南東へと声掛け 

②推薦候補者情報 

●JC卒業者に候補者多数 

 

〇５組  発表 ： 角谷 太基 君 

・３月１日（金）19：００～ 美登利 

・メンバー（敬称略）：角谷・田中・上田・

千賀・花田・岡 計 6名 

テーマ：①会員増強策の提案②推薦

候補者情報 

まずは①について、ロータリークラブの名前は知

っているが具体的に何をやっているか知らない。人

がほとんどで、世間の人に知ってもらう必要がある

のではという意見がありました。 

そもそも宣伝もしないで出しゃばらないというス

タンスであったが、最近は変わってきている。 

そこで公開例会をしてはどうかという提案があり

ました。有名な人を呼んでの卓話や郷土のことを知

ってもらう内容で、商工便りや市報などで広告し、一

般の方にも例会にも参加してもらい雰囲気を感じて

もらうのはどうか。 

過去にも浜口吾良資料館の館長さんを呼んだり、

バイオリニストを呼び演奏してもらったことがあるよ

うです。 

②について     

以前は一業種一人であったが現在では変わってき

ている。 それを踏まえると納税協会青年部のメンバ

ーに声をかけてみてはという意見が出ました。  

また、サラリーマンの方で定年後世の中のために

なりたい人、都会から地元に U ターンして帰ってきた

際の友達作りとして積極的に参加している人もいる。 

このような会社という社会との接合点がなくなり

世間と縁が切れた人や地元に帰ってきた人に声をか

ければ良いという意見が出ました。 

最後に以前は紀陽銀行など大企業などが入って

おり、社員が参加していた。 

異業種の情報交換の場として活用してもらい法人

会員として参加してもらうのはどうかという意見が

出ました。 

 

 

 

榊原由希子 君  ヒエンちゃんの紹介 

寺下  卓 君  治療の件 

田岡 郁敏 君  PETSの話 

岸  友子 君  IDM 参加できず申し訳ございま

せん 

山東 剛一 君  ８３歳になりました。 

IDM       残金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然生態系を守り、持続させるためのカギは、生態

系の近隣にあるコミュニティに関与を促し、啓発し、

モチベーションを与えることです。このため、「淡水

保全のためのコミュニティアクション」イニシアチブ

では、地域社会を基盤とするロータリークラブとロー

ターアクトクラブが重要な担い手となります。 

 

  「淡水保全のためのコミュニティアクション」

（Community Action for Fresh Water）は、ロータリー

と国連環境計画（UNEP）のパ

ートナーシップにおける代表

的なイニシアチブです。この

イニシアチブでは、「環境」の

重点分野と一致する淡水の

生態系の保全・回復のために、ロータリーとローター

アクトの会員が地域社会と協力します。ロータリーと

国連のこの戦略的パートナーシップは、2023 年に発

足しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 「淡水保全のためのコミュニティアクション」は、

UNEP とロータリー第 9212 地区（エリトリア、エチオピ

ア、ケニア、南スーダン）が 2020 年に開始し、世界各

地に広がった「 Adopt a River for Sustainable 

Development」（持続可能な開発のための河川支援）

試験的プログラムにおける淡水生態系の保全と回復

の成功を土台としつつ、そこから学んだことを活かし

健全な淡水生態系は社会の繁栄と活性化に欠か

せないものですが、気候変動、自然・生物多様性の

喪失、汚染によって、これらの生態系が脅かされ

ています。世界各地のロータリー会員は、淡水生

態系の保全と回復に既に活発に取り組んでいま

す。 



てさらに拡大するものです。 

 このパートナーシップは、ロータリー会員のリソー

スやボランティア動員力と、UNEP の専門知識を結び

つけることで、さらに持続可能で長期的な環境への

インパクトを与えることを目指します。UNEP は、国連

システムにおける環境分野の主要機関であり、生物

多様性を含め、世界の自然と天然資源の保全・改善・

支援に取り組んでいます。 
 

会員が「淡水保全のためのコミュニティアクシ

ョン」に参加する方法 
 ロータリークラブとローターアクトクラブが、単一

または合同で、地元の河川、湖、入り江、天然貯水池、

湿地帯の保全と回復に取り組むことを決定します。 

 その後、地元の他団体や住民と協力して、地元の

水域が直面する主な脅威を特定し、関連する地元団

体と連携して活動計画を立てます。 

 手始めに、河川清掃デーや地域社会の啓発キャン

ペーンを実施するのもよいでしょう。その後も、クラ

ブが継続的に回復・管理の活動を行い、基本的な水

質を計測し、プロジェクトの計画を立てることができ

ます。市民科学や見受けられる環境問題について意

思決定者に伝えるなど、さらに一歩進んだ活動を行

うこともできます。 

 ロータリークラブとローターアクトクラブは、「淡水

保全のためのコミュニティアクション」の中心的存在

となって、非政府団体、民間企業、自治体や政府機関

と密に協力して地元の淡水生態系を改善し、好まし

いインパクトを生み出すことができます。 
 

国連の持続可能な開発目標（SDGs）に向けた活動 

 このパートナーシップは、国連の持続可能な開発

目標（SDGs）、特に、水・衛生（目標 6）、気候変動（目標

13）、陸上資源（目標 15）に関する目標を達成するこ

とを目指しています。 

 クラブが既に淡水資源の保護に取り組んでいる場

合、または淡水の回復と保全に取り組む計画が整っ

た場合には、以下のフォームからプロジェクトの詳細

と連絡先をお知らせく 

 

 

 

 

 

 

 

UNEP は、各国が淡水生態系を保護および回復し、

将来の世代に向けてそのサービスを維持できるよう

支援します。 

淡水生態系は人間のあらゆる社会的および経

済的活動を支えています。それらは地球上の生命

の網を支えるために不可欠です。だからこそ、私

たちはそれらを大切にし、保存し、復元する必要が

あります。 
淡水生態系と水資源の保護、管理、回復は、生物多

様性の損失、汚染、気候変動という地球規模の三重

危機と闘うための基礎です。しかし、それらはまた、

それらと闘うための鍵でもあります。これは、UNEP 

の世界的な淡水戦略優先事項 2022 ～ 2025 の核

心を形成し、 UNEP の中期戦略 2022 ～ 2025 の実

施に役立ちます。十分な量の真水を入手できる一方

で、品質と入手可能性は人間の生命、健康、福祉、尊

厳を支え、人権でもありますが、この淡水を供給する

生態系はますます脅威にさらされています。河川、湖、

湿地、地下水帯水層などの内陸水域を含む淡水生態

系とその生物多様性は、 地球上で最も脅かされて

いるものの一つです。それらはまた、海岸沿いや海

洋の他の生態系とも密接に関係しています。 

 

 

 

 

国連環境計画 (UNEP) と世界最大の奉仕団体の 

1 つである国際ロータリーとの間の新しいパートナ

ーシップは、淡水域の保全と回復に取り組むことにな

ります。   

 UNEPと国際ロータリーは、2024年 1月 7 日から 11

日まで開催された国際ロータリー総会で提携を発表

しました。国際ロータリーは、 140 万人の会員と

45,000のクラブからなる世界的なネットワークです。   

 淡水生態系とその生物多様性は社会にとって重要

です。それらは、他の多くの必需品の中でも特に、飲

料水、灌漑用の水、魚やその他の食料、レクリエーシ

ョンの機会、輸送ルートを提供します。しかし、あまり

にも多くの場合、それらは汚染、過剰使用、気候変動

に悩まされています。    

 2020 年、国際ロータリーは、社会的責任を負う広

範な会員からの圧力を受けて、7つの重点分野の 1つ

として環境を追加しました。    

 国際ロータリーとのパートナーシップは、持続可能

な開発、気候、生物多様性、その他の世界的な公約を

達成するために、湖、川、湿地、地下水帯水層などの

淡水生態系の監視、保護、回復、およびより適切な管

理を各国が支援する UNEP の世界的な取り組みを支

援します。  

 UNEP 海洋淡水支部首席コーディネーターのレティ

シア・カルヴァーリョ氏は、「水への取り組みを加速す

るには、素晴らしいパートナーシップが鍵となりま

す」と述べた。 「私たちは、ロータリーの世界的な展

開、地域社会との密接なつながり、そして行動を重視

した取り組みを備えたロータリーと協力できることを

非常に楽しみにしています。」  

 このパートナーシップは、新しい取り組み「淡水の

ためのコミュニティ活動」を通じて、ロータリー会員、

その中にはインターアクターやローターアクターとし

て知られる青少年に力を与えることになります。この

取り組みでは、淡水生態系を保護、回復、維持するた

めの最善の方法について、UNEP の専門家やパートナ

ーからの指針や情報をロータリー会員と共有します。 


